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この資料は，令和3年度中学校教科書の内容解説資料として，一般
社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。

教科書の構成について 令和3年度 中学校

「新しい保健体育」

　『新しい保健体育』は，平成 28年本から引き続き，学年ごとの学習内容が明確な，「学年別構成」としました。
そのうえで，学年内の構成についても以下の利点を考慮して配列しました。

❶ 保健編を先に配列しました。
　各学年の「保健」と「体育理論」の順番については，年間の配当時数が，保健が 16単位時間，体育理論が 3単位時間であり，
教科書を使う機会が保健の方が圧倒的に多いことから，利便性に考慮し，保健編を先に配列しました。　

❷ ２年の保健編は「傷害の防止」→「健康な生活と疾病の予防②」の順としました。
・�「交通事故」に関する内容を，春の時期に学習することができます。18歳未満の自転車事故は 4月から 7月に急激に
増加するという統計があり，できるだけ早い時期に学習することで，自転車事故の防止につながると考えています。
・�「自然災害」に関する内容を，豪雨などによる自然災害が多発する夏の前に学習することができます。
・�「応急手当」「心肺蘇生法」に関する内容を夏ごろに学習することができます。体育実技の水泳と関連を図ることができ
ます。

❸ 3 年の保健編は「健康と環境」→「健康な生活と疾病の予防③」の順としました。
・�「熱中症」に関する内容を，気温の上がり始める夏前に学習することができます。
・�「感染症」に関する内容を，感染症が流行する冬になる前に学習することができます。
・�3 年間の保健学習の最後のまとめとして，「８ 保健の学習を振り返ろう」に取り組むことができます。前の時間に学習
した「健康を守る社会の取り組み」を踏まえ，「健康な生活と疾病の予防」の内容だけでなく，「傷害の防止」や「環境
と健康」などの内容も含めて，今後，健康な生活を送るためにどのようなことが必要か，考えることができます。


